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January 17, 2020, marks the 25th year since the 1995 Southern Hyogo Earthquake (the Great Hanshin-Awaji 
Earthquake). Over this time, several generations have been born in the disaster area with no knowledge of the 
great earthquake. Yet the post-disaster generations have a role to play in making sure that the memories of 
the great disaster are carried forward. To clarify their attitudes and opinions about the disasters, a survey was 
carried out in 2019 by the School of Policy Studies of Kwansei Gakuin University and FMYY, a community 
broadcasting station in Kobe. The survey was repeated in 2020 in the midst of the COVID-19 pandemic, with an 
additional question on how the pandemic had affected their attitudes and opinions about the 1995 earthquake. 
The 2020 survey targeted undergraduate students at three universities (Kwansei Gakuin University, University 
of Hyogo, and Joban University) in the vicinity of the disaster area, with a total of 749 valid responses. The con-
tent of the survey questionnaires can be broadly divided into the following topics: (1) Sources of information on 
the disaster, (2) Attitudes towards the unconfirmed information generated by the disaster, (3) Perceptions and 
attitudes about passing on the memories of disaster, (4) Which memories of the disaster should be passed on, (5) 
Effective methods for passing on the disaster memories, and (6) Awareness and attitudes towards the COVID-19 
pandemic. The survey results clarified the following items. Regarding the types of memories that should be 
passed on, respondents showed a relatively high interest in evacuation, lifesaving, and supply of water and food 
in the immediate aftermath of the disaster, and relatively low interest in the narratives and feelings of individual 
disaster victims. This was the same outcome as for the earlier 2019 survey, but whereas the 2019 respondents 
showed a high interest in practical information that would be useful in a future disaster, the 2020 respondents 
were less interested in such practical information. On the other hand, in the 2019 survey, respondents tended to 
show more interest in passing on memories of objective facts based on data than in passing on memories of the 
feelings and painful experiences of the disaster victims, but this outcome was reversed in the 2020 survey. This 
reversal of attitude, it is believed, may be related to the respondents own awareness of themselves as victims of 
the COVID-19 pandemic. 
キーワード：	災害記憶、兵庫県南部地震、阪神・淡路大震災、集合的記憶、意識調査




























































































































































































































































































実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％
1 大震災を経験した被災者から直接に 169 22.6 124 16.6 204 27.2 44 5.9 81 10.8 
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉
妹、親類の人々）から 286 38.2 209 27.9 262 35.0 37 4.9 93 12.4 
3 友人との会話や議論から 57 7.6 38 5.1 46 6.1 19 2.5 61 8.1 
4 学校の授業やホームルームで 540 72.1 449 59.9 445 59.4 238 31.8 408 54.5 
5 ノンフィクション映像（テレビ報道、
ドキュメンタリー、記録映画など）で 515 68.8 456 60.9 509 68.0 223 29.8 406 54.2 
6 ノンフィクション出版物（新聞・雑
誌記事、本、写真集など）で 170 22.7 154 20.6 163 21.8 73 9.7 133 17.8 
7 創作作品（テレビドラマ、劇映画、
文学作品、絵本、コミック本など）で 101 13.5 93 12.4 90 12.0 40 5.3 60 8.0 
8 SNS、ブログ、ウェブページなどで 185 24.7 147 19.6 151 20.2 80 10.7 166 22.2 
9 博物館や記念館の展示で 126 16.8 104 13.9 98 13.1 24 3.2 51 6.8 
10 記念碑やモニュメントで 86 11.5 47 6.3 57 7.6 18 2.4 25 3.3 
11 行政、地域団体、宗教施設などの
記念行事をとおして 36 4.8 28 3.7 27 3.6 13 1.7 27 3.6 
12 情報や知識を得ていない、知らない 35 4.7 83 11.1 36 4.8 333 44.5 110 14.7 
13 その他 2 0.3 3 0.4 2 0.3 1 0.1 5 0.7 
全体 749 749 749 749 749
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B1　避難所で暴力や窃盗などの犯罪行為が多発したという情報 0.84 0.99 
B3　避難所や仮設住宅で女性に対する性的ハラスメントやレイプが発生したという情報 0.33 1.12 
B4　保険金目当ての放火があちらこちらで発生したという情報 0.29 1.10 
B2　外国人が商店や民家に盗みに入ったという情報 0.23 1.11 
B5　動物園から動物が逃げ出したという情報 −0.07 1.32 
*5段階尺度の平均 （−2 ←→ ＋2）
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6 将来の防災に役に立つような教訓や知恵などについて 1.72 1.60 0.64 
3 避難所や仮設住宅での被災者の生活の苦労や工夫などについて 1.51 1.40 0.74 
2 震災直後の水や食糧の配布などの救援活動について 1.59 1.40 0.74 
1 震災直後の人命救助、消火，応急医療など救命救急活動について 1.66 1.30 0.77 
9 被災地で活動したボランティアや市民団体の活動や経験について 1.38 1.28 0.82 
4 道路、港湾施設、水道・電気・ガスなどのインフラ施設の被災状況、復旧の
過程などについて 1.39 1.28 0.76 
10 意思疎通の障害や異文化の背景をもつ「災害弱者」の経験や困難などについて 1.42 1.24 0.82 
8 被災者個人の大震災に対する見解や震災後の生き方などについて 1.26 1.23 0.89 
5 個人の住宅の被害状況や再建過程などについて 1.40 1.15 0.85 
7 亡くなった人の個人の記録やエピソードなどについて 1.02 1.11 0.93 
*5段階尺度の平均 （−2 ←→ ＋2）
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1 阪神・淡路大震災の被災地は、おおむね復興をとげている。 0.89 1.50 0.68 
2 マスメデイアや行政、学校は、阪神・淡路大震災の記憶や経験を伝える取り
組みを十分に行っている 0.64 1.10 
3 大震災で亡くなった人の家族や友人を悲しませないために、犠牲者個人の話
題は触れない方がよい 0.16 0.15 1.02 
4 大震災の被害から力強く立ち直った被災者や被災地のエピソードをもっと伝
えるべきだ 0.55 1.17 0.81 
5 大震災の復興が進んでいない町や地域について知らせることは、イメージが
暗くなるので強調しない方がよい −0.31 −0.76 0.99 
6 大震災で傷ついたり、亡くなったりした人の悲しい話はできれば聞きたくない −0.05 −0.27 1.11 
7 復興過程で生じた社会問題などを広く伝えることは必要だ 0.83 1.62 0.60 
8 被災者の不正や被災地での犯罪など、支援や復興の妨げになる都合の悪い情
報は隠されている 0.43 0.81 0.82 
9 震災を知らない世代でも、大震災の記憶や経験を将来に伝える責任がある 0.78 1.52 0.73 
10 大震災の被災地にある大学とメディアは、大震災の記憶継承や防災知識・情
報の普及について協力すべきだ。 1.46 0.69 












































































































































































































































































































































































































































































































































1 大震災を経験した被災者の直接的な語りかけ 68.8 1.63 0.66 
5 ノンフィクション映像（テレビ報道、記録映画など）によって伝える 57.1 1.56 0.68 
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉妹、親類の人々）からの語り継ぎ 52.1 1.50 0.75 
6 ノンフィクション出版物（新聞・雑誌記事、本、写真集など）で伝える 32.8 1.29 0.79 
4 学校の授業やホームルーム、行事をとおして教える 76.4 1.29 0.82 
9 博物館や記念館の展示によって伝える 37.3 1.18 0.96 
7 創作作品（テレビドラマ、劇映画、文学作品、絵本、コミック本／雑誌など）
で伝える 30.1 1.12 0.93 
3 友人との会話や議論をとおして語り継ぐ 18.7 0.88 0.97 
10 記念碑やモニュメントで伝える 35.1 0.83 1.12 
11 行政、地域団体、宗教施設などの記念行事によって伝える 7.4 0.76 1.06 
8 SNS、ブログ、ウェブページなどで伝える 41.1 0.76 1.07 
*複数選択で回答した比率　**5段階尺度の平均 （−2 ←→ ＋2）
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1 感染症を経験した人や感染症対策にかかわる医療・保健関係者から直接に 72 9.6
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉妹、親類の人々）から 309 41.3
3 友人との会話や通話、メールのやりとりから 292 39.0
4 学校の教室授業やオンライン授業から 151 20.2
5 テレビ報道、テレビドキュメンタリーから 672 89.7
6 ラジオ報道から 62 8.3
7 新聞・雑誌から 290 38.7
8 インターネットのニュースサイトやネット動画サイトから 551 73.6
9 個人のSNS、ブログ、ホームページから 298 39.8
10 情報や知識を得ていない、知らない 3 0.4




1 感染症を経験した人や感染症対策にかかわる医療・保健関係者から直接に 86 11.5
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉妹、親類の人々）から 278 37.1
3 友人との会話や通話、メールのやりとりから 197 26.3
4 学校の教室授業やオンライン授業から 205 27.4
5 ノンフィクション映像（テレビ報道、ドキュメンタリー、記録映画など）から 464 61.9
6 ノンフィクション出版物（新聞・雑誌記事、本、写真集など）から 174 23.2
7 創作作品（テレビドラマ、劇映画、文学作品、絵本、コミック本など）から 56 7.5
8 SNS、ブログ、ウェブページなどから 454 60.6
9 博物館や記念館の展示から 17 2.3
10 記念碑やモニュメントから 8 1.1
11 行政、地域団体、宗教施設などの記念行事をとおして 18 2.4
12 情報や知識を得ていない、知らない 9 1.2
13 その他 3 0.4
全体 749 100
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1 自分は、新型コロナ・ウイルス感染拡大という災害の被災者だ。 0.59 1.23 
2 新型コロナ・ウイルスの感染は絶対に避けたい。 1.81 0.59 
3 新型コロナ・ウイルスの感染拡大によって自分の生活スタイルが大きく変化した。 1.50 0.82 
4 新型コロナ・ウイルスの感染拡大によって、経済的にきびしくなった。 0.46 1.32 
5 新型コロナ・ウイルスの感染拡大を防止するための「外出自粛」の呼びかけに、自分は従った。 1.79 0.48 
6 新型コロナ・ウイルスの感染拡大は、阪神・淡路大震災と同様に甚大な災害である。 1.11 1.16 
7 感染防止のために「三密をさける」新しい生活様式を身につけることには、とまどいがある。 0.18 1.28 
8 新型コロナ・ウイルスの感染拡大を防止するための「外出自粛」に従うかどうかは、個人の自由だ
から必ずしも従う必要はない。 −0.78 1.16 
9 感染防止のための、オンライン授業や遠隔会議、テレワークなどの導入は積極的に進めるべきだ。 1.40 0.84 
10 現在、受講しているオンライン授業で学習を続けることには、苦痛や疲労を感じる。 0.66 1.33 
11 新型コロナ・ウイルスの感染拡大の下で生活する自分自身の経験を次の世代に伝えることは価
値がある。 1.38 0.82 
12 新型コロナ・ウイルス問題については、身の回りだけでなく、国内、海外の情報や知識など広く
関心がある。 1.44 0.77 
*5段階尺度の平均 （−2 ←→ ＋2）
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1 大震災を経験した被災者から直接に 169 22.6 
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉妹、
親類の人々）から 286 38.2 
3 友人との会話や議論から 57 7.6 
4 学校の授業やホームルームで 540 72.1 
5 ノンフィクション映像（テレビ報道、ド
キュメンタリー、記録映画など）で 515 68.8 
6 ノンフィクション出版物（新聞・雑誌記
事、本、写真集など）で 170 22.7 
7 創作作品（テレビドラマ、劇映画、文学
作品、絵本、コミック本など）で 101 13.5 
8 SNS、ブログ、ウェブページなどで 185 24.7 
9 博物館や記念館の展示で 126 16.8 
10 記念碑やモニュメントで 86 11.5 
11 行政、地域団体、宗教施設などの記念
行事をとおして 36 4.8 
12 情報や知識を得ていない、知らない 35 4.7 
13 その他 2 0.3 




1 大震災を経験した被災者から直接に 124 16.6 
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉妹、
親類の人々）から 209 27.9 
3 友人との会話や議論から 38 5.1 
4 学校の授業やホームルームで 449 59.9 
5 ノンフィクション映像（テレビ報道、ド
キュメンタリー、記録映画など）で 456 60.9 
6 ノンフィクション出版物（新聞・雑誌記
事、本、写真集など）で 154 20.6 
7 創作作品（テレビドラマ、劇映画、文学
作品、絵本、コミック本など）で 93 12.4 
8 SNS、ブログ、ウェブページなどで 147 19.6 
9 博物館や記念館の展示で 104 13.9 
10 記念碑やモニュメントで 47 6.3 
11 行政、地域団体、宗教施設などの記念
行事をとおして 28 3.7 
12 情報や知識を得ていない、知らない 83 11.1 
13 その他 3 0.4 




1 大震災を経験した被災者から直接に 204 27.2 
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉妹、
親類の人々）から 262 35.0 
3 友人との会話や議論から 46 6.1 
4 学校の授業やホームルームで 445 59.4 
5 ノンフィクション映像（テレビ報道、ド
キュメンタリー、記録映画など）で 509 68.0 
6 ノンフィクション出版物（新聞・雑誌記
事、本、写真集など）で 163 21.8 
7 創作作品（テレビドラマ、劇映画、文学
作品、絵本、コミック本など）で 90 12.0 
8 SNS、ブログ、ウェブページなどで 151 20.2 
9 博物館や記念館の展示で 98 13.1 
10 記念碑やモニュメントで 57 7.6 
11 行政、地域団体、宗教施設などの記念
行事をとおして 27 3.6 
12 情報や知識を得ていない、知らない 36 4.8 
13 その他 2 0.3 




1 大震災を経験した被災者から直接に 44 5.9 
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉妹、
親類の人々）から 37 4.9 
3 友人との会話や議論から 19 2.5 
4 学校の授業やホームルームで 238 31.8 
5 ノンフィクション映像（テレビ報道、ド
キュメンタリー、記録映画など）で 223 29.8 
6 ノンフィクション出版物（新聞・雑誌記
事、本、写真集など）で 73 9.7 
7 創作作品（テレビドラマ、劇映画、文学
作品、絵本、コミック本など）で 40 5.3 
8 SNS、ブログ、ウェブページなどで 80 10.7 
9 博物館や記念館の展示で 24 3.2 
10 記念碑やモニュメントで 18 2.4 
11 行政、地域団体、宗教施設などの記念
行事をとおして 13 1.7 
12 情報や知識を得ていない、知らない 333 44.5 
13 その他 1 0.1 
全体 749  
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1 大震災を経験した被災者から直接に 81 10.8 
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉妹、
親類の人々）から 93 12.4 
3 友人との会話や議論から 61 8.1 
4 学校の授業やホームルームで 408 54.5 
5 ノンフィクション映像（テレビ報道、ド
キュメンタリー、記録映画など）で 406 54.2 
6 ノンフィクション出版物（新聞・雑誌記
事、本、写真集など）で 133 17.8 
7 創作作品（テレビドラマ、劇映画、文学
作品、絵本、コミック本など）で 60 8.0 
8 SNS、ブログ、ウェブページなどで 166 22.2 
9 博物館や記念館の展示で 51 6.8 
10 記念碑やモニュメントで 25 3.3 
11 行政、地域団体、宗教施設などの記念
行事をとおして 27 3.6 
12 情報や知識を得ていない、知らない 110 14.7 
13 その他 5 0.7 









①事実だと思う 201 26.8 
②どちらかといえば事実だと思う 328 43.8 
③どちらともいえない 137 18.3 
④どちらかといえば嘘だと思う 67 8.9 
⑤嘘だと思う 16 2.1 
全体 749 100.0 
2  外国人が商店や民家に盗みに入ったという情報について
B2 実数 ％
①事実だと思う 103 13.8 
②どちらかといえば事実だと思う 204 27.2 
③どちらともいえない 252 33.6 
④どちらかといえば嘘だと思う 140 18.7 
⑤嘘だと思う 50 6.7 




①事実だと思う 116 15.5 
②どちらかといえば事実だと思う 240 32.0 
③どちらともいえない 214 28.6 
④どちらかといえば嘘だと思う 133 17.8 
⑤嘘だと思う 46 6.1 




①事実だと思う 108 14.4 
②どちらかといえば事実だと思う 225 30.0 
③どちらともいえない 233 31.1 
④どちらかといえば嘘だと思う 140 18.7 
⑤嘘だと思う 43 5.7 
全体 749 100.0 
5  動物園から動物が逃げ出したという情報について
B5 実数 ％
①事実だと思う 107 14.3 
②どちらかといえば事実だと思う 177 23.6 
③どちらともいえない 157 21.0 
④どちらかといえば嘘だと思う 176 23.5 
⑤嘘だと思う 132 17.6 







①関心がある 343 45.8 
②すこし関心がある 313 41.8 
③どちらとも言えない 72 9.6 
④あまり関心がない 19 2.5 
⑤関心がない 2 0.3 
全体 749 100.0 
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2  震災直後の水や食糧の配布などの救援活動について
C2 実数 ％
①関心がある 390 52.1 
②すこし関心がある 288 38.5 
③どちらとも言えない 50 6.7 
④あまり関心がない 20 2.7 
⑤関心がない 1 0.1 




①関心がある 395 52.7 
②すこし関心がある 280 37.4 
③どちらとも言えない 57 7.6 
④あまり関心がない 15 2.0 
⑤関心がない 2 0.3 




①関心がある 328 43.8 
②すこし関心がある 324 43.3 
③どちらとも言えない 76 10.1 
④あまり関心がない 20 2.7 
⑤関心がない 1 0.1 
全体 749 100.0 
5  個人の住宅の被害状況や再建過程などについて
C5 実数 ％
①関心がある 297 39.7 
②すこし関心がある 307 41.0 
③どちらとも言えない 111 14.8 
④あまり関心がない 31 4.1 
⑤関心がない 3 0.4 




















①関心がある 348 46.5 
②すこし関心がある 273 36.4 
③どちらとも言えない 90 12.0
④あまり関心がない 30 4.0 
⑤関心がない 8 1.1 




①関心がある 350 46.7 
②すこし関心がある 294 39.3 
③どちらとも言えない 77 10.3 
④あまり関心がない 24 3.2 
⑤関心がない 4 0.5 




①関心がある 334 44.6 
②すこし関心がある 286 38.2 
③どちらとも言えない 103 13.8 
④あまり関心がない 24 3.2 
⑤関心がない 2 0.3 
全体 749 100.0 
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①そう思う 448 59.8 
②すこしそう思う 237 31.6 
③どちらともいえない 55 7.3 
④あまり思わない 9 1.2 
⑤そう思わない 0 0.0 




①そう思う 174 23.2 
②すこしそう思う 296 39.5 
③どちらともいえない 143 19.1 
④あまり思わない 109 14.6 
⑤そう思わない 27 3.6 




①そう思う 80 10.7 
②すこしそう思う 177 23.6 
③どちらともいえない 307 41.0 
④あまり思わない 149 19.9 
⑤そう思わない 36 4.8 




①そう思う 295 39.4 
②すこしそう思う 311 41.5 
③どちらともいえない 122 16.3 
④あまり思わない 18 2.4 
⑤そう思わない 3 0.4 




①そう思う 22 2.9 
②すこしそう思う 67 8.9 
③どちらともいえない 134 17.9 
④あまり思わない 344 45.9 
⑤そう思わない 182 24.3 




①そう思う 53 7.1 
②すこしそう思う 121 16.2 
③どちらともいえない 255 34.0 
④あまり思わない 214 28.6 
⑤そう思わない 106 14.2 
全体 749 100.0 
7  復興過程で生じた社会問題などを広く伝えることは必要だ
D7 実数 ％
①そう思う 510 68.1 
②すこしそう思う 199 26.6 
③どちらともいえない 37 4.9 
④あまり思わない 2 0.3 
⑤そう思わない 1 0.1 




①そう思う 144 19.2 
②すこしそう思う 363 48.5 
③どちらともいえない 199 26.6 
④あまり思わない 39 5.2 
⑤そう思わない 4 0.5 




①そう思う 471 62.9 
②すこしそう思う 211 28.2 
③どちらともいえない 53 7.1 
④あまり思わない 11 1.5 
⑤そう思わない 3 0.4 




①そう思う 420 56.1 
②すこしそう思う 268 35.8 
③どちらともいえない 52 6.9 
④あまり思わない 7 0.9 
⑤そう思わない 2 0.3 
全体 749 100.0 
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①Aに賛成 157 21.0 
②どちらかといえばAに賛成 293 39.1 
③どちらともいえない 118 15.8 
④どちらかといえばBに賛成 141 18.8 
⑤Bに賛成 40 5.3 







①Aに賛成 78 10.4 
②どちらかといえばAに賛成 138 18.4 
③どちらともいえない 169 22.6 
④どちらかといえばBに賛成 265 35.4 
⑤Bに賛成 99 13.2 







①Aに賛成 176 23.5 
②どちらかといえばAに賛成 227 30.3 
③どちらともいえない 100 13.4 
④どちらかといえばBに賛成 170 22.7 
⑤Bに賛成 76 10.1 








①Aに賛成 65 8.7 
②どちらかといえばAに賛成 126 16.8 
③どちらともいえない 193 25.8 
④どちらかといえばBに賛成 278 37.1 
⑤Bに賛成 87 11.6 







①効果的だ　 538 71.8 
②やや効果的だ 162 21.6 
③どちらともいえない 36 4.8 
④あまり効果的でない 12 1.6 
⑤効果的でない 1 0.1 




①効果的だ　 459 61.3 
②やや効果的だ 226 30.2 
③どちらともいえない 47 6.3 
④あまり効果的でない 10 1.3 
⑤効果的でない 7 0.9 
全体 749 100.0 
3  友人との会話や議論をとおして語り継ぐ
F3 実数 ％
①効果的だ　 216 28.8 
②やや効果的だ 317 42.3 
③どちらともいえない 138 18.4 
④あまり効果的でない 69 9.2 
⑤効果的でない 9 1.2 
全体 749 100.0 
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4  学校の授業やホームルーム、行事をとおして教える
F4 実数 ％
①効果的だ　 354 47.3 
②やや効果的だ 287 38.3 
③どちらともいえない 76 10.1 
④あまり効果的でない 29 3.9 
⑤効果的でない 3 0.4 




①効果的だ　 490 65.4 
②やや効果的だ 203 27.1 
③どちらともいえない 45 6.0 
④あまり効果的でない 10 1.3 
⑤効果的でない 1 0.1 




①効果的だ　 345 46.1 
②やや効果的だ 303 40.5 
③どちらともいえない 78 10.4 
④あまり効果的でない 20 2.7 
⑤効果的でない 3 0.4 




①効果的だ　 310 41.4 
②やや効果的だ 280 37.4 
③どちらともいえない 102 13.6 
④あまり効果的でない 52 6.9 
⑤効果的でない 5 0.7 
全体 749 100.0 
8  SNS、ブログ、ウェブページなどで伝える
F8 実数 ％
①効果的だ　 217 29.0 
②やや効果的だ 263 35.1 
③どちらともいえない 151 20.2 
④あまり効果的でない 105 14.0 
⑤効果的でない 13 1.7 
全体 749 100.0 
9  博物館や記念館の展示によって伝える
F9 実数 ％
①効果的だ　 346 46.2 
②やや効果的だ 257 34.3 
③どちらともいえない 87 11.6 
④あまり効果的でない 50 6.7 
⑤効果的でない 9 1.2 
全体 749 100.0 
10  記念碑やモニュメントで伝える
F10 実数 ％
①効果的だ　 253 33.8 
②やや効果的だ 255 34.0 
③どちらともいえない 131 17.5 
④あまり効果的でない 83 11.1 
⑤効果的でない 27 3.6 
全体 749 100.0 
11 行政、地域団体、宗教施設などの記念行事によって伝える
F11 実数 ％
①効果的だ　 204 27.2 
②やや効果的だ 288 38.5 
③どちらともいえない 148 19.8 
④あまり効果的でない 89 11.9 
⑤効果的でない 20 2.7 









かわる医療・保健関係者から直接に 72 9.6 
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉妹、
親類の人々）から 309 41.3 
3 友人との会話や通話、メールのやりとり
から 292 39.0 
4 学校の教室授業やオンライン授業から 151 20.2 
5 テレビ報道、テレビドキュメンタリーか
ら 672 89.7 
6 ラジオ報道から 62 8.3 
7 新聞・雑誌から 290 38.7 
8 インターネットのニュースサイトやネッ
ト動画サイトから 551 73.6 
9 個人のSNS、ブログ、ホームページから 298 39.8 
10 情報や知識を得ていない、知らない 3 0.4 
11 その他 2 0.3 
全体 749
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かわる医療・保健関係者から直接に 86 11.5 
2 家族・親類（祖父母、両親、兄弟姉妹、
親類の人々）から 278 37.1 
3 友人との会話や通話、メールのやりとり
から 197 26.3 
4 学校の教室授業やオンライン授業から 205 27.4 
5 ノンフィクション映像（テレビ報道、ド
キュメンタリー、記録映画など）から 464 61.9 
6 ノンフィクション出版物（新聞・雑誌記
事、本、写真集など）から 174 23.2 
7 創作作品（テレビドラマ、劇映画、文学
作品、絵本、コミック本など）から 56 7.5 
8 SNS、ブログ、ウェブページなどから 454 60.6 
9 博物館や記念館の展示から 17 2.3 
10 記念碑やモニュメントから 8 1.1
11 行政、地域団体、宗教施設などの記念
行事をとおして 18 2.4 
12 情報や知識を得ていない、知らない 9 1.2 










①そう思う 198 26.4 
②すこしそう思う 263 35.1 
③どちらともいえない 124 16.6 
④あまり思わない 108 14.4 
⑤そう思わない 56 7.5 
全体 749 100.0 
2  新型コロナ・ウイルスの感染は絶対に避けたい。
H2 実数 ％
①そう思う 655 87.4 
②すこしそう思う 67 8.9 
③どちらともいえない 10 1.3 
④あまり思わない 12 1.6 
⑤そう思わない 5 0.7 




①そう思う 481 64.2 
②すこしそう思う 203 27.1 
③どちらともいえない 26 3.5 
④あまり思わない 34 4.5 
⑤そう思わない 5 0.7 




①そう思う 205 27.4 
②すこしそう思う 218 29.1 
③どちらともいえない 110 14.7 
④あまり思わない 145 19.4 
⑤そう思わない 71 9.5 




①そう思う 609 81.3 
②すこしそう思う 126 16.8 
③どちらともいえない 10 1.3 
④あまり思わない 3 0.4 
⑤そう思わない 1 0.1 




①そう思う 352 47.0 
②すこしそう思う 221 29.5 
③どちらともいえない 105 14.0 
④あまり思わない 50 6.7 
⑤そう思わない 21 2.8 




①そう思う 132 17.6 
②すこしそう思う 219 29.2 
③どちらともいえない 122 16.3 
④あまり思わない 203 27.1 
⑤そう思わない 73 9.7 
全体 749 100.0 
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①そう思う 43 5.7 
②すこしそう思う 75 10.0 
③どちらともいえない 124 16.6 
④あまり思わない 272 36.3 
⑤そう思わない 235 31.4 




①そう思う 436 58.2 
②すこしそう思う 210 28.0 
③どちらともいえない 75 10.0 
④あまり思わない 22 2.9 
⑤そう思わない 6 0.8 




①そう思う 262 35.0 
②すこしそう思う 210 28.0 
③どちらともいえない 107 14.3 
④あまり思わない 98 13.1 
⑤そう思わない 72 9.6 




①そう思う 408 54.5 
②すこしそう思う 245 32.7 
③どちらともいえない 71 9.5 
④あまり思わない 19 2.5 
⑤そう思わない 6 0.8 




①そう思う 428 57.1 
②すこしそう思う 254 33.9 
③どちらともいえない 43 5.7 
④あまり思わない 19 2.5 
⑤そう思わない 5 0.7 




①18歳以下 22 2.9 
②19歳 236 31.5 
③20歳 318 42.5 
④21歳 127 17.0 
⑤22歳以上 46 6.1 
全体 749 100.0 
2  性別
i2 実数 ％
①女　 472 63.0 
②男　 277 37.0 
③その他 0 0.0 
全体 749 100.0 
3  出生地
i3 実数 ％
①神戸市 59 7.9 
②芦屋市 5 0.7 
③西宮市 22 2.9 
④宝塚市 8 1.1 
⑤伊丹市 12 1.6 
⑥尼崎市 13 1.7 
⑦明石市 20 0.0 
⑧（現在の）淡路市 5 0.7 
⑨（1〜 8）以外の兵庫県内の地域　 122 16.3 
⑩（1〜 9）以外の地域 483 64.5 
全体 749 100.0 
4  現在の居住地
i4 実数 ％
①神戸市 119 15.9 
②芦屋市 11 1.5 
③西宮市 59 7.9 
④宝塚市 41 5.5 
⑤伊丹市 12 1.6 
⑥尼崎市 9 1.2 
⑦明石市 23 3.1 
⑧（現在の）淡路市 6 0.8 
⑨（1〜 8）以外の兵庫県内の地域　 282 37.7 
⑩（1〜 9）以外の地域 187 25.0 
全体 749 100.0 
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5  あなたは阪神・淡路大震災の被災地（前問の1〜 8）に住んだ
ことがありますか
i5 実数 ％
①住んだことはない 454 60.6 
②1年未満住んだことがある 25 3.3 
③1年以上2年未満住んだことがある　 47 6.3 
④2年以上3年未満住んだことがある 33 4.4 
⑤3年以上4年未満住んだことがある 17 2.3 
⑥4年以上住んだことがある 173 23.1 




①家族が被災した 268 35.8 
②親類が被災した 92 12.3 
③知人や友人が被災した 64 8.5 
④いない 325 43.4 
全体 749 100.0 
7  あなたは2011年の東日本大震災の揺れを経験しましたか
i7 実数 ％
①はい 255 34.0 
②いいえ 494 66.0 
全体 749 100.0 
8  あなたは2018年の大阪北部地震の揺れを経験しましたか
i8 実数 ％
①はい 473 63.2 
②いいえ 276 36.8 
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